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第３回智頭町議会定例会会議録 

 

平成２５年９月１１日開議 

１．議 事 日 程 

 第 １．会議録署名議員の指名 

 第 ２．会期の決定 

 第 ３．諸般の報告 

 第 ４．議案第６４号 専決処分について 

 第 ５．議案第６５号 専決処分について 

 第 ６．議案第６６号 平成２４年度智頭町一般会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

 第 ７．議案第６７号 平成２４年度智頭町国民健康保険事業特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 第 ８．議案第６８号 平成２４年度智頭町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第 ９．議案第６９号 平成２４年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳 

            入歳出決算の認定について 

 第１０．議案第７０号 平成２４年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計歳入 

            歳出決算の認定について 

 第１１．議案第７１号 平成２４年度智頭町公共下水道事業特別会計歳入歳出決 

            算の認定について 

 第１２．議案第７２号 平成２４年度智頭町農業集落排水事業特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 第１３．議案第７３号 平成２４年度智頭町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第１４．議案第７４号 平成２４年度智頭町介護保険サービス事業特別会計歳入 

            歳出決算の認定について 

 第１５．議案第７５号 平成２４年度智頭町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

            算の認定について 

 第１６．議案第７６号 平成２４年度智頭町水道事業会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 
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 第１７．議案第７７号 平成２４年度智頭町病院事業会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 第１８．議案第７８号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算（第４号） 

 第１９．議案第７９号 平成２５年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算 

            （第２号） 

 第２０．議案第８０号 平成２５年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算 

            （第２号） 

 第２１．議案第８１号 平成２５年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算 

            （第２号） 

 第２２．議案第８２号 平成２５年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第 

            ２号） 

 第２３．議案第８３号 平成２５年度智頭町水道事業会計補正予算（第２号） 

 第２４．議案第８４号 智頭町教育委員会委員の任命について 

 第２５．議案第８５号 工事請負契約の締結についての一部変更について 

 第２６．陳情について 

 

１．会議に付した事件 

 第 １．会議録署名議員の指名 

 第 ２．会期の決定 

 第 ３．諸般の報告 

 第 ４．議案第６４号 専決処分について 

 第 ５．議案第６５号 専決処分について 

 第 ６．議案第６６号 平成２４年度智頭町一般会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

 第 ７．議案第６７号 平成２４年度智頭町国民健康保険事業特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 第 ８．議案第６８号 平成２４年度智頭町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第 ９．議案第６９号 平成２４年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳 

            入歳出決算の認定について 

 第１０．議案第７０号 平成２４年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計歳入 
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            歳出決算の認定について 

 第１１．議案第７１号 平成２４年度智頭町公共下水道事業特別会計歳入歳出決 

            算の認定について 

 第１２．議案第７２号 平成２４年度智頭町農業集落排水事業特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 第１３．議案第７３号 平成２４年度智頭町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第１４．議案第７４号 平成２４年度智頭町介護保険サービス事業特別会計歳入 

            歳出決算の認定について 

 第１５．議案第７５号 平成２４年度智頭町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

            算の認定について 

 第１６．議案第７６号 平成２４年度智頭町水道事業会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 第１７．議案第７７号 平成２４年度智頭町病院事業会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて 

 第１８．議案第７８号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算（第４号） 

 第１９．議案第７９号 平成２５年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算 

            （第２号） 

 第２０．議案第８０号 平成２５年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算 

            （第２号） 

 第２１．議案第８１号 平成２５年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算 

            （第２号） 

 第２２．議案第８２号 平成２５年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第 

            ２号） 

 第２３．議案第８３号 平成２５年度智頭町水道事業会計補正予算（第２号） 

 第２４．議案第８４号 智頭町教育委員会委員の任命について 

 第２５．議案第８５号 工事請負契約の締結についての一部変更について 

 第２６．陳情について 

 

１．会議に出席した議員（１２名） 

    １番 大河原 昭 洋        ２番 高 橋 達 也 
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    ３番 大 藤 克 紀        ４番 岩 本 富美男 

    ５番 中 野 ゆかり        ６番 平 尾 節 世 

    ７番 岸 本 眞一郎        ８番 徳 永 英太郎 

    ９番 石 谷 政 輝       １０番 酒 本 敏 興 

   １１番 南     肇       １２番 谷 口 雅 人 

 

１．会議に欠席した議員（なし） 

 

１．会議に出席した説明員（１７名） 

   町 長   寺 谷 誠一郎 

   副 町 長   金 児 英 夫 

   教 育 長   藤 原   孝 

   病 院 事 業 管 理 者   安 藤 嘉 美 

   総 務 課 長   葉 狩 一 樹 

   企 画 課 長   岡 田 光 弘 

   税 務 住 民 課 長   西 沖 和 己 

   教 育 課 長   長 石 彰 祐 

   地 域 整 備 課 長   安 藤 充 憲 

   山 村 再 生 課 長   上 月 光 則 

   地 籍 調 査 課 長   草 刈 英 人 

   福 祉 課 長   岸 本 光 義 

   総 務 課 参 事   矢 部   整 

   税務住民課参事兼水道課長   萩 原   学 

   福 祉 課 参 事   國 政 昭 子 

   会 計 課 長   寺 坂 英 之 

   代 表 監 査 委 員   小 林   新 

 

１．会議に出席した事務局職員（２名） 

   事 務 局 長   河 村 実 則 

   書 記   塚 越 奈緒子 
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開 会 午前 １０時３０分 

 

開 会 あ い さ つ 

 

○議長（谷口雅人）  ただいまの出席議員は１２名であります。定数に達してお

りますので、平成２５年第３回智頭町議会定例会を開会します。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（谷口雅人）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、３番、大藤克紀議員、

４番、岩本富美男議員を指名します。 

 

日程第２．会期の決定 

 

○議長（谷口雅人）  日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から９月２０日までの１０日間としたいと思います。 

  ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は、本日から９月２０日までの１０日間と決定しまし

た。 

 

日程第３．諸般の報告 

 

○議長（谷口雅人）  日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、地方自治法第２３５条２の規定に基づき、平成２５年７月分か

ら８月分までの例月出納検査報告書が提出されました。お手元に写しを配付して
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おりますので、ご承知ください。 

  次に、智頭町長から、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項

及び第２２条第１項の規定により、平成２４年度健全化判断比率について並びに

平成２４年度資金不足比率についての報告がありました。お手元に写しを配付し

ておりますので、ご承知ください。 

  次に、お手元に配付しております、議員派遣及び委員派遣の結果報告書が提出

されておりますので、報告いたします。 

  次に、鳥取県東部広域行政管理組合議会臨時会が去る７月２５日に開催され、

４件の議案が上程され、原案のとおり可決されております。なお、議案等につき

ましては、議会事務局にて閲覧していただきますようお願いします。 

  次に、前臨時会以降、議長等の動静につきましては、お手元に配付しておりま

すので、後ほどごらんいただき、議会活動、議員活動に資していただければと思

っております。 

  次に、今期議会の説明員につきましては、９月４日付をもって、町長、教育委

員長、教育長並びに代表監査委員に出席を要求しております。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

日程第４．議案第６４号から日程第２５．議案第８５号まで ２２案一括上程 

 

○議長（谷口雅人）  日程第４、議案第６４号 専決処分についてから、日程第

２５、議案第８５号 工事請負契約の締結についての一部変更についてまでの２

２議案を一括して議題とします。 

  なお、日程第４、議案第６４号から、日程第２５、議案第８５号までの２２議

案に対する本日の日程は、提案理由の説明及び質疑までとします。 

  町長に提案理由の説明を求めます。 

  寺谷町長。 

○町長（寺谷誠一郎）  本日ここに第３回定例町議会を招集しましたところ、議

員各位にはご多忙のところご出席いただき、まことにありがとうございます。 

  今期定例会に提案しました諸議案の審議をいただくに当たり、その概要を説明

します。 

  まず、議案第６４号及び議案第６５号は、専決処分についてです。 
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  議案第６４号 町の義務に属する町有施設の管理の瑕疵による損害賠償に係る

和解及び損害賠償の額の決定につきましては、本年５月２３日に町道川戸穂見線、

穂見地内で発生した道路陥没事故による車両破損に対する損害賠償について和解

し、損害賠償の額を定めたものです。 

  議案第６５号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算につきましては、議案第

６４号で定めた損害賠償の額として、２４６万３,０００円を措置したものです。 

  次に、議案第６６号から議案第７７号は、平成２４年度一般会計、特別会計及

び公営企業会計の決算認定を求めるものです。この１２議案につきましては、去

る８月２０日から２８日までの間、監査委員による監査を受けた結果、その意見

を添えて本議会の認定を求めるものです。 

  次に、議案第７８号から議案第８３号までは、補正予算についてです。 

  議案第７８号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算について主なものを説明

します。 

  総務費の一般管理費では、人事異動に伴う人件費の調整を、まちづくり推進費

では、米原集落公民館増改築工事設計監理委託費の増額、町が主体となって改修

を行う空き家再生活用事業費の増額のほか、県道拡幅工事に伴う光ファイバー共

架電柱の物件移転補償費を計上しています。また諸費では、放課後子どもプラン

補助金について、前年度事業の精算に伴う返還金を措置しています。 

  賦課徴収費では、平成２７年度の固定資産評価替えに伴い、町内の標準宅地７

５地点の不動産鑑定評価に要する経費を計上しています。 

  民生費の老人福祉費では、災害時における障がい者や独居の高齢者の避難支援

等をスムーズに行うため、地域・集落が取り組む支え愛事業に係る経費を計上し

ています。子育て支援費では、放課後児童クラブ臨時職員賃金の増額を、児童館

費では、本折児童館遊戯室床の修繕に要する経費をそれぞれ措置しています。 

  衛生費のじんかい処理費では、不法投棄物撤去処分に要する経費を計上してい

ます。 

  農林水産業費の農業振興費では、有害鳥獣捕獲確認に係る事業費の組み替えの

ほか、昨年９月、包括連携に関する協定を締結した一般社団法人テラプロジェク

トとの活動として、関西に向けた本町の農産物、木工品等のＰＲ、農業・林業等

の講座及び情報発信に要する経費を計上しています。 

  林業費の林業振興費では、平成２３年に間伐材を始めとした、国産材の活用促
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進に関する協定を締結した東京都港区での智頭杉、森林セラピー、木工品等のＰ

Ｒ及び情報発信に要する経費を計上しています。 

  森林整備地域活動支援交付金事業では、森林経営計画策定を５００ヘクタール

追加することによる増額を措置しています。 

  緑の産業再生プロジェクト事業では、高性能林業機械導入に要する経費を計上

しています。 

  持続的森林経営確立総合対策実践事業では、森林整備地域活動支援交付金の制

度見直しにより、作業路網の改良について、既存路網を丈夫な路網に転換する新

たな事業として創設されたことから、５路線、２,０００メートルの改良に要す

る経費を計上しています。 

  商工費の交流事業費では、韓国楊口郡との文化交流事業に要する経費の増額を

措置しています。 

  土木費の土木総務費では、震災に強いまちづくり推進事業補助金額の確定によ

る増額を、下水道事業費では、公共下水道事業特別会計への繰出金の増額をそれ

ぞれ措置しています。 

  消防費の防災費では、災害備蓄用品の購入に伴う経費を計上しています。 

  教育費の体育施設費では、智頭温水プールのポンプ及び清掃用設備の修繕に要

する経費を計上しています。 

  その他、年度後半の時間外勤務手当の所要額を特別会計を含め計上しています。 

  以上、今回の一般会計補正予算額は６,８３９万２,０００円であり、補正後の

予算総額は６６億８,６０２万４,０００円となります。 

  議案第７９号 国民健康保険事業特別会計補正予算は、退職被保険者等に係る

療養給付費・療養費・高額療養費の実績見込みによる増額、平成２５年度高額療

養費共同事業拠出金等の概算納付金額が確定したことによる増額措置のほか、平

成２４年度国庫支出金等の額が確定したことによる返還金を措置しています。 

  議案第８０号 智頭町公共下水道事業特別会計補正予算は、町道の下水道マン

ホールかさ上げ及び舗装修繕に要する経費のほか、上下水道施設管理システム及

び新水道システムの導入に要する経費を計上しています。 

  議案第８１号 智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算は、新水道システム

の導入に要する経費を計上しています。 

  議案第８２号 介護保険事業特別会計補正予算は、平成２４年度社会保険診療
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報酬支払基金への負担額が確定したことによる返還金を措置しています。 

  議案第８３号 智頭町水道事業会計補正予算は、新公営企業会計システム、上

下水道施設管理システム及び新水道システムの導入に要する経費を計上していま

す。 

  次に、人事案件ですが、議案第８４号 智頭町教育委員会委員の任命につきま

しては、酒本弘道氏の任期が平成２５年９月３０日で任期満了となるところです

が、引き続き同人を選任したいので、議会の同意を求めるものです。 

  次に、議案第８５号 工事請負契約の締結についての一部変更につきましては、

平成２５年７月１６日議決の智頭中学校改築工事について、契約金額の変更を行

うものです。 

  以上、本議会に提案しました諸議案の概要を説明申し上げました。詳細につい

ては主管課長及び担当者をもって説明させますので、よろしく審議いただきます

ようお願いしまして、簡単ではありますが説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  提案理由の説明は終わりました。 

  次に、日程第６、議案第６６号 平成２４年度智頭町一般会計歳入歳出決算の

認定についてから日程第１７、議案第７７号 平成２４年度智頭町病院事業会計

歳入歳出決算の認定についてまでの１２議案は、決算審査意見書が提出されてお

ります。 

  この際、監査委員の審査意見の報告を求めます。 

  小林代表監査委員。 

○代表監査委員（小林 新）  ただいまご指名をいただきました代表監査委員の

小林でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは決算審査の報告をさせていただきます。皆様のお手元にあります決算

審査意見書は、町長より提出されました平成２４年度の決算関係の書類に基づき、

徳永監査委員と審査を実施した結果を取りまとめたものでございます。 

  初めに、平成２４年度智頭町一般会計及び特別会計歳入歳出決算審査について

報告します。 

  １、審査期日は平成２５年８月２０日から２３日、２６、２８日の合計６日間

でございます。 

  ２、審査の対象は、以下の各会計歳入歳出決算です。 

  １、一般会計、２、国民健康保険事業特別会計、３、簡易水道事業特別会計、
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４、住宅新築資金等貸付事業特別会計、５、公共用地先行取得事業特別会計、６、

公共下水道事業特別会計、７、農業集落排水事業特別会計、８、介護保険事業特

別会計、９番、介護保険サービス事業特別会計、１０、後期高齢者医療特別会計。

以上１０会計でございます。 

  ２番目、附属書類といたしましては１、各会計の歳入歳出決算事項別明細書、

２、各会計の実質収支に関する調書、３、財産に関する調書です。 

  ３番目、審査の方法。審査に付された一般会計より各特別会計の歳入歳出決算

書、同事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書について、関

係法令に準拠して作成されているかどうかを確かめ、これらの計数の正確性を検

証するため、関係諸帳簿、その他証書類との照合等通常実施すべき審査手続を実

施するとともに、収支手続き等の適法性を確認するため、資料の提出を求めて、

関係職員の説明を聴取し、あわせて別途実施した定期監査及び例月現金出納検査

等の結果を勘案し、審査を行いました。 

  ４番目、審査の結果。審査に付された一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算

書、同事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書は、関係法令

に準拠して作成されており、その計数は関係諸帳簿、その他証書類と照合した結

果、正確であると認められた。また、予算の執行及び関連する事務の処理は、一

部改善すべき事項はあるものの、おおむね適正に処理されているものと認められ

る。 

  公有財産については、土地、建物は財産台帳により、有価証券、出資金、物品

及び基金については証券、現金、預貯金通帳、台帳と照合して正確であるものと

認められた。 

  なお、一般会計及び各特別会計の決算の概要は、別紙のとおりです。 

  ５番目、監査委員の意見書。１、一般会計。平成２４年度の決算収支は歳入決

算額が５８億５,７０６万５,０００円、歳出決算額は５４億３,４４２万円、歳

入歳出差し引き額の形式収支では、４億２,２６４万５,０００円の剰余金が生じ

ています。 

  翌年度に繰り越すべき財源として繰越明許費２,７６６万３,０００円を差し引

くと３億９,４９８万２,０００円の実質収支額となったことは、本町が収支の均

衡に留意し、経費の節減に努めた結果であると認められる。 

  本年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いたいわゆる単年度収支額は
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１億１,２３４万１,０００円の黒字。財政調整基金として５,１８５万７,０００

円積み立てているので、実質単年度収支額は１億６,４１９万８,０００円の黒字

となっています。 

  しかし、今後とも厳しい財政運営を強いられることが予想されるので、以前に

も増して厳格な事業見積もりと予算査定が行われ、将来にわたり健全な財政運営

を可能ならしめるよう努力されたい。 

  歳入について。歳入決算額は５８億５,７０６万５,０００円で、前年度に比べ

３億３,９５１万１,０００円減少している。景気の低迷状況が長引く中にあって、

本町の自主財源である町税収入は７億６,５００万８,０００円で、前年度に比べ

１,９０８万７,０００円の増収となっている。収入総額に占める割合は１３.

１％で、前年度より１.０ポイント上回っている。 

  収入総額の５１.５％を占める地方交付税は３０億１,３９５万６,０００円で、

前年度に比べ１,９８１万７,０００円の減額となっている。自主財源の乏しい本

町にあっては、依然として厳しい財政運営を強いられることとなっている。 

  不納欠損処理を２１３万２,０００円行った結果、収入未済額は２,５８３万６,

０００円、前年度よりも２９２万８,０００円減少している。 

  歳出について。歳出決算額は５４億３,４４２万円で、前年度に比べ４億４,４

７９万１,０００円減少している。予算総額６０億５,８５４万７,０００円に対

し、支出済額は５４億３,４４２万円、翌年度繰越額は３億１,３１３万６,００

０円、不用額は３億１,０９９万１,０００円で、予算額に対する執行率は翌年度

繰越額を入れると９４.９％となり、前年度に比べ１.８ポイント下がっている。

本町の財政状況は依然として厳しい状況下にあり、引き続き行財政改革に努めて

財政運営を進めることが重要である。 

  不用額について。本年度は３億１,０９９万１,０００円と、前年度に比べ１億

３７８万３,０００円増加している。毎年指摘しているところではあるが、それ

ぞれの費目において生じた理由はあるものの、総計予算の原則から勘案すれば多

額の不用額が生じることは好ましくなく、今後とも早い時点で減額補正の必要が

生じた事業は補正予算を組み、スピード感のある的確な予算積算と適正な予算執

行を行い、決算見込みの把握を確実に行った予算の執行を行われたい。 

  町財政の健全化について。２４年度の町債の発行額は５０億７０万円で、前年

度に比べ１億３００万円減少している。年度末残高は４８億２,４４２万円、前
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年度に比べ２,８１１万４,０００円減少している。普通会計における財政力指数

の面から決算状況を見ると、財政構造の弾力性を示す経常収支比率は７７.２％

と、前年度よりも１ポイント改善されている。一方で、一般財源総額のうち公債

費に充当されたものの割合を示す公債費負担比率は１３.１％、それから標準財

政規模に対する公債費の割合を合わせた実質公債比率は１１.６％、将来見込ま

れる財政負担の標準財政規模に占める割合をあらわす将来負担比率は８１.８％

となっている。 

  町税収入について。滞納対策の強化により、前年に比べ１,９０８万７,０００

円増収となっている。また、不納欠損処理の実施や滞納対策本部の設置により滞

納者に対し積極的に納税勧奨及び督促を行うなどの努力により、収入未済額は１,

９４３万５,０００円、前年度に比べ３６８万７,０００円減少している。 

  今後も滞納者の状況把握に努めるとともに、なお一層滞納者の納税意識を促し、

徴収実績の向上に努力されたい。 

  保育料１４３万９,０００円、住宅使用料４７２万５,０００円の未納額がある。

なお一層収納に努力されたい。 

  今後とも本町が自立していく上において財源確保は絶対必要であり、町税のみ

ならず滞納の徴収においては、滞納対策本部等で十分検討され徴収に努力された

い。 

  低迷する経済雇用情勢において町税収入の増加も期待できないことから、町財

政は引き続き厳しい状況で推移するものと思われる。ついては、歳入においては

町税の徴収率の向上や収入未済額の縮減等に取り組み、歳出においては、効率的、

機動的に予算執行に努めるなど、健全な町財政の構築と活力ある町政の推進に向

けて、なお一層取り組まれたい。 

  ２番目として、特別会計。平成２４年度の特別会計は国民健康保険事業特別会

計ほか８会計で、その合計の決算収支の状況は、歳入決算額２９億７,８９８万

７,０００円、歳出決算額２８億６,５８２万８,０００円、歳入歳出差し引き額

１億１,３１５万９,０００円の余剰金が生じている。不納欠損処理を４１５万４,

０００円行った結果、収入未済額は１億３,１３３万３,０００円で、対前年度比

２,３０６万３,０００円減少しています。 

  収入未済額が発生してる特別会計の諸団体においては一般会計と同様に、引き

続き収入未済額の縮減に一層努力されたい。 
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  各特別会計の決算収支の状況は以下のとおりです。 

  ①国民健康保険事業特別会計について。歳入総額１０億４,１３９万３,０００

円、歳出総額９億９,８６８万８,０００円、歳入歳出差し引き額４,２７０万６,

０００円の余剰金が生じている。保険税について、不納処理を３８１万３,００

０円行った結果、収入未済額は１,７１５万２,０００円で、対前年度比５８３万

８,０００円減少しております。徴収率は８３.２％で、前年度水準であります。

保険給付費は６億６５０万円で、前年度に比べ２,４４９万６,０００円減少して

いますが、国保税が１億３４３万９,０００円で、対前年度に比べ３,３０５万３,

０００円の減少となっており、厳しい状況にあります。今後の保険給付費の動向

や収支状況に注視する必要があります。また、国保制度については国・県におい

て検討されていますが、広域化による統合メリットについて十分検討を行う必要

があると考えます。智頭町国民健康保険財政調整基金は２４年度に９,６７４万

９,０００円を取り崩し、基金残高は２億８５万９,０００円となっています。保

険税についても、なお徴収率の改善は、国保会計の健全化に必要になるので、税

の公平性からも引き続き徴収強化の取り組みを進めていただきたい。 

  ２番目、簡易水道事業特別会計について。歳入及び歳出総額はそれぞれ８２６

万６,０００円となって、指摘事項はありません。 

  ３番目、住宅新築資金等貸付事業特別会計について。歳入総額１,６６４万４,

０００円、歳出総額１,５４１万６,０００円、歳入歳出差し引き額１２２万７,

０００円の余剰金を生じています。収入未済額は８,４１２万７,０００円で、前

年度より１,１８４万４,０００円減少していますが、徴収率は１５.５％と前年

度に比べて４.３ポイント下っている。他の会計に比べ収入未済額が多額であり、

今後とも法的措置を含めたより一層の徴収対策を講じられたい。 

  ４番目、公共用地先行取得事業特別会計について。歳入及び歳出総額はそれぞ

れ１万２,０００円となっています。指摘事項はありません。 

  公共下水道事業特別会計について。歳入総額２億９,７５２万７,０００円、歳

出総額２億９,４３６万７,０００円、歳入歳出差し引き額３１６万円の余剰金が

生じています。分担金の収入未済額は２,２１５万２,０００円、使用料の収入未

済額は４８９万円生じています。下水道事業についての住民の十分な理解を得る

とともに収納の向上を速やかに図られたい。また、２４年度末の接続率は８６.

３％、前年度は８５.２％と低い。維持管理費の関係もあるので、接続率アップ
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に向け努力されたい。 

  農業集落排水事業特別会計について。歳入総額３億９,５３０万３,０００円、

歳出総額３億９,２７１万６,０００円、歳入歳出差し引き額は２５８万７,００

０円の余剰金が生じています。分担金の収入未済額は９９万７,０００円、使用

料の収入未済額は１７万９,０００円を生じている。速やかに徴収されたい。ま

た、２４年度末の接続率は７５％、前年度末は７４.２％と低い。維持管理費の

関係もあるので、接続率アップに向け努力されたい。 

  ７番目、介護保険事業特別会計について。歳入総額１０億４,７４４万３,００

０円、歳出総額９億８,４０５万３,０００円、歳入歳出差し引き額６,３３９万

円の余剰金が生じています。保険給付費は９億６６４万１,０００円で、ほぼ前

年度水準でありましたが、保険料収入は１億７,０７７万７,０００円で対前年度

比１,６１３万５,０００円の増額であります。不納欠損処理を３０万円行った結

果、収入未済額は１６１万１,０００円で、対前年度比１４万８,０００円増額し

ています。保険料の収納率の向上を図って収入未済額の縮減に取り組まれたい。 

  ８番目、介護保険サービス事業特別会計について。歳入及び歳出総額はそれぞ

れ８,７８５万６,０００円となっている。指摘事項はありません。 

  ９番目、後期高齢者医療特別会計について。歳入総額８,４５４万２,０００円、

歳出総額８，４４５万４,０００円、歳入歳出差し引き額８万９,０００円の余剰

金が生じている。不納欠損処理を４万１,０００円行った結果、収入未済額は２

２万４,０００円で、対前年度比１６万円減少しています。 

  ３番目、財産について。１番目、土地及び建物、山林、有価証券、出資金の公

有財産については増減はありません。２番目、乗用車等の物品については、増減

はありません。３番目、債権につきまして、母子福祉資金貸付金は１０万５,０

００円で、増減はありません。４番目、基金のうち、特定目的のための資金の積

み立てより、智頭町教育施設整備積立基金ほか、１１積立金は１１億１,９８９

万９,０００円で、対前年度比１億２,４３８万８,０００円の増となっています。

主な内訳は、消防施設整備基金は対前年度比５,０００万円と教育施設整備基金

が対前年度比６,０００万円の増となっています。②定額資金を運用する土地開

発資金は１,６９３万４,０００円で、対前年度比１万２,０００円の増となって

います。 

  次に,平成２４年度基金の運営状況審査について報告します。 
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  審査期日は平成２５年８月２６日月曜日。 

  審査の対象は、智頭町財政調整基金ほか１６件の基金です。 

  審査の方法。審査に付された平成２４年度の基金の運営状況を示す書類につい

て、その計数の正確性を検証するため関係帳簿等との照合、その他通常実施すべ

き審査手続きを実施したほか、基金の運営状況の妥当性を検証するため関係書類

の審査を行いました。 

  審査の結果。審査に付された平成２４年度の基金の運営状況を示す書類の計数

は、関係諸帳簿と照合した結果、誤りのないものと認められた。また、基金の運

営状況は妥当であると認められた。 

  なお、基金の運営状況は、別紙のとおりでございます。 

  次に、平成２４年度智頭町水道事業会計決算審査について報告します。 

  審査の期間。平成２５年７月４日木曜日。 

  審査の方法。審査に付された決算諸表が地方公営企業法に基づいて作成され、

平成２４年度智頭町水道事業の財務状況、経営成績を適正に表示しているか、ま

た会計処理の手続きが適正になされているか等について関係者の説明を聴取し、

附属書類、総勘定元帳、関係諸帳簿と突合し、あわせて別途実施した定期監査及

び例月出納検査の結果も勘案しながら審査を行いました。 

  審査の結果。審査に付された決算報告書、損益計算書、貸借対照表、剰余金計

算書及び事業報告書等の決算諸表は、水道事業の財政状態及び経営成績を適正に

表示しており、関係諸帳簿、証拠書類を照合した結果、計数はいずれも符合して

おり、誤りのないことを認めた。 

  なお、決算概要については、別紙のとおりです。 

  ４番目、監査委員の意見書。平成２４年度末における給水栓数は１,０２８栓、

給水人口は２,７４３人、前年度より３０人減となり、年々減少の一途をたどっ

ています。 

  経営状況について見ると、水道事業収益である総収益は前年度に比べ３１万９,

３６２円減の６,４３４万６,８７５円となっています。一方、水道事業費用であ

る総費用では、原水及び送水費、総係費、減価償却費が増加し、前年度に比べ１

１５万６,３１６円の増の６,４２０万８,７０３円となっています。そのうち、

減価償却費は対前年度比２６８万７,３９８円の増となっております。これは、

水質計の設置に伴うものでございます。 
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  この結果、本年度の純利益は１３万８,１７２円となり、前年度に比べ１４７

万５,６７８円減となります。水道使用料の未収金の徴収と経費の削減に努力さ

れたい。 

  有収水量１立米当たりの供給単価は２２５円８１銭、対前年度比３０銭の増と

なり、これに対する給水原価は２２９円２５銭、対前年度比４円７１銭増で、給

水損益は３円４４銭の初めての赤字を計上しております。 

  供給されている水量がどの程度収益につながっているかを示す指標である有収

率は４７.７１％、前年度の５０.６％、全国平均を大きく下回っております。前

年度に比べ２.８９ポイント低下しており、施設の効率が悪く、漏水防止対策な

どにより、有収率の向上対策を講じる必要があります。平成２５年度に計画され

ている漏水箇所の修理により、有収率が大きく改善されることを期待します。 

  水道使用料未収金については、日常的な滞納者への訪問等回収に努力されてい

ると思いますが、給水停止処分等の実施を基準に基づき実行され、今後とも引き

続き受益者負担の見地から、未収金の発生原因を追及するとともに、徴収方法を

工夫して不納欠損にならないよう組織的に取り組むよう要望し、悪質なものにつ

いては、給水停止の手続きに基づき、確実に実行されたい。 

  なお、収入未済額は５２５万７,９４１円で、前年度より３０万７,０３４円増

加している。今後とも財源確保の上からも徴収に努力されたい。 

  また、会計基準の見直しに対する対応について、地方公営企業会計制度の変更

に伴い、会計基準も大きく見直され、平成２６年度の予算及び決算から対応する

ことになっています。つきましては、見直し後の会計処理が適正に行われますよ

う万全の準備を図られたい。 

  次に、平成２４年度智頭町病院事業会計決算審査について報告します。 

  審査の期間。平成２５年７月２６日金曜日。 

  審査の方法。審査に付された決算諸表が地方公営企業法に基づいて作成され、

平成２４年度智頭町病院事業の財務状況、経営成績を適正に表示しているか、ま

た、会計処理の手続きが適正になされているか等について、関係者の説明を聴取

し、附属書類、総勘定元帳、関係諸帳簿と突合し、あわせて別途実施した定期監

査及び例月出納検査の結果も勘案しながら審査を行った。 

  審査の結果。審査に付された決算報告書、損益計算書、貸借対照表、剰余金計

算書、欠損金処理計算書及び事業報告書等の決算諸表は、病院事業の財政状態及
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び経営成績を適正に表示しており、関係諸帳簿、証拠書類を照合審査した結果、

計数はいずれも符合して誤りのないことを認めた。 

  なお、決算の概要については、別紙のとおりです。 

  監査委員の意見書。平成２４年度は平成２３年１２月に改良した「改定智頭病

院改革プラン」に基づいた経営に努め、一般病床５２床、病養型病床４７床の病

床利用を最大限維持し、在宅介護の支援、健康事業などが積極的に行われていま

す。また、平成２３年度から導入している人件費の適正化を図るため、職務職階

制並びに長期委託契約の可能なものについては長期契約を行うなど、経営費節減

に努めている。しかし、昨年度末の外科医の退職による常勤医１名の減、及び診

療報酬改定の影響により、収益は大幅に減少となっていますが、他方、費用につ

いては削減がなされています。 

  患者数について見ると、入院患者数は３万２,１９２人、老人保健施設入所者

数は１万５,９７３人、合計４万８,１６５人、前年度は４万９,１９２人、前年

度に比べ１,０２７人減少しています。外来患者数は５万２,０９９人、前年度は

５万３,４９６人と１,３９７人の減となっています。 

  経営状況について、損益計算書の上で、医業、老人保健事業、訪問看護事業の

合計であります事業収支では、事業収益１３億５,４５３万６,０００円、対前年

度比６,３０７万５,０００円の減少、事業費用は１５億８,４５０万４,０００円、

対前年度比５,２４４万７,０００円の減少、差し引き額２億２,９９６万７,００

０円の赤字である。事業収支は前年度より１,０６２万８,０００円悪化していま

す。 

  病院事業全体の収益は１７億９,７３０万９,０００円、前年度より１,５５９

万６,０００円増、費用は１７億５,３２５万１,０００円、前年度より１,２４２

万１,０００円減収となっています。この結果、当年度純利益は４,４０５万８,

０００円、前年度に比べ２,８０１万７,０００円増となっています。当年度未処

理欠損額は３２億１,２８６万６,０００円となっています。事業全体の収益の内

訳を見ますと、医業収益は１１億３,０２６万５,０００円、前年度に比べ６,２

９７万３,０００円の減少です。老人保健施設事業、訪問看護事業収益は２億２,

４２７万１,０００円で、前年度に比べ１０万２,０００円の減です。医業外収益

は、３億６,６０９万５,０００円で、前年度に比べ７,８１３万８,０００円増加

しています。特別利益は、前年度に比べ５３万４,０００円の増となります。医
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業収益の減少要因については、入院収益６億４,３５４万５,０００円、前年度に

比べ５,９９６万円減少しています。 

  入院患者数、病床の利用率、診療単価の減が挙げられます。 

  医業収益のうち、町補助金、県補助金、他会計補助金が２億９,４８８万円で、

前年度に比べ８,３５０万円増加しています。うち町の補助金が２，億５,３０１

万５,０００円、前年度に比べ８,３３６万２,０００円増加しています。 

  事業全体費用の内訳を見ますと、医業費用は１３億９,９８２万１,０００円で、

前年度に比べ５,１８１万円の減。老人保健施設事業、訪問看護事業費用は１億

８,４６８万２,０００円で、前年度に比べ６３万７,０００円の減。医業外費用

が１億３,１１１万８,０００円で、前年度に比べ２３９万７,０００円の増。特

別損失は３,７６３万円で、前年度に比べ３,７６３万円の増となります。医業費

用の減少要因として、給与費が７億８,６５１万１,０００円で、前年度に比べ１,

８２５万５,０００円の減。材料費は１億６,００８万１,０００円で、前年度に

比べ１,７０８万５,０００円の減。減価償却費が８,３７０万４,０００円で、前

年度に比べ１,５７３万円の減となっています。 

  特別損失の増加要因は、過去の労働債権の支払いを行ったことによるものでご

ざいます。 

  医業収益の未収金については、日常的に滞納者宅への訪問等回収に努力されて

いると思いますが、徴収方法等に工夫をして不納欠損にならないよう組織的に取

り組むよう要望します。 

  智頭病院は、地域の中核となり住民のよりどころとなる病院であり、今後も医

師・看護師の確保に努めることはもちろんのこと、院長、管理者のもとに病院改

革プラン推進や確固たる経営方針を確立し、経営の安定化に向け邁進されたい。 

  また、会計基準の見直しに対する対応について、地方公営企業会計制度の変更

に伴い、会計基準も大きく見直され、平成２６年度予算、決算から対応すること

になっております。つきましては、見直し後の会計処理が適正に行われますよう、

万全の準備を図られたい。 

  以上で審査結果の報告を終わります。 

  決算審査にご協力をいただきました関係職員の皆様には、この場をおかりして

厚くお礼を申し上げます。 

  報告を終わりたいと思います。大変ありがとうございました。 
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○議長（谷口雅人）  小林代表監査委員の報告は終わりました。 

  議案第６６号 平成２４年度智頭町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、

議案第７７号 平成２４年度智頭町病院事業会計歳入歳出決算の認定についてま

での１２議案について質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  お諮りします。 

  議案第６６号 平成２４年度智頭町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、

議案第７７号 平成２４年度智頭町病院事業会計歳入歳出決算の認定についてま

での１２議案については、委員会条例第５条の規定により、この際、議員全員で

構成する決算特別委員会を設置し、会議規則第３９条第１項の規定により、これ

に付託し審査したいと思います。 

  ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  異議なしと認めます。 

  よって、本案は、この際、議員全体で構成する決算特別委員会を設置し、これ

に付託して審査することを決定しました。 

  暫時休憩します。 

休 憩 午前１１時２３分 

再 開 午前１１時２３分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  先ほど設置しました決算特別委員会の互選の結果、正副委員長が決まりました

のでご報告します。 

  委員長に南 肇議員、副委員長に岸本眞一郎議員、以上のとおりです。 

  これから、日程第４、議案第６４号 専決処分についてから、日程第５、議案

第６５号 専決処分についてまで、及び日程第１８、議案第７８号 平成２５年

度智頭町一般会計補正予算第４号から、日程第２５、議案第８５号 工事請負契

約の締結についての一部変更についてまで、１０議案についての質疑を行います。 

  質疑は、会議規則第５５条の規定により、一問一答方式で行います。 

  なお、発言時間について、会議規則第５６条の規定により、議長において制限
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を設けることがありますので、ご承知ください。 

  これから日程第４、議案第６４号 専決処分についてを議題とします。 

  議案の補足説明をお願いします。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  そういたしますと、お手元に配付いたしております議

案書の１ページをごらんいただきたいと思います。議案第６４号 専決処分につ

いて。２ページ目をごらんいただきたいと思います。専決処分書、平成２５年８

月７日付で専決処分を行っております。損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の

決定について、法律上、町の義務に属する車両事故による損害賠償について次の

とおり和解し、損害賠償額を定める。 

  １、和解の相手方。智頭町大字大内６５５番地。竹内工業代表 竹内康和。 

  ２、和解の要旨。町は損害賠償金２４６万２,４８３円を支払うものとするこ

と。 

  ３、事故の概況。１、事故発生年月日、平成２５年５月２３日。事故発生場所、

智頭町大字穂見地内。３、事故の状況、和解の相手が智頭町大字穂見１,１０７

番地先、町道川戸穂見線を４トントラックで木材を積載し走行中、道路路肩付近

の陥没により落下し、同車両が破損したものである。 

  以上でございます。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これから、日程第５、議案第６５号 専決処分についてを議題とします。 

  議案の補足説明をお願いします。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  そういたしますと、別冊の専決処分書、補正予算書を

ごらんいただきたいと思います。 

  議案第６５号 専決処分について。では、１ページ目をごらんいただきたいと

思います。平成２５年度智頭町一般会計補正予算第３号。平成２５年８月７日付

で専決処分をしております。２４６万３,０００円を追加するものでございます。 



－２１－ 

  ７ページをごらんいただきたいと思います。先ほど議案第６４号でご説明いた

しましたが、損害賠償金として２４６万３,０００円を措置いたしております。

詳細につきましてましてですが、車両のいわゆる修繕、これが１８５万６２５円、

事故時の対応といたしまして、パンク、それからクレーン、マフラー等々の対応

の費用といたしまして１６万１,８５８円、それから休業補償ということで、保

険対応となっておりますのが４５万円ということで、合計２４６万２,４８３円

で予算総額は２４６万３,０００円ということで措置いたしております。財源と

いたしましては、６ページをごらんいただきたいと思いますが、繰越金及び諸収

入といたしまして、町が入っております総合賠償補償保険金で措置をいたしてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これから、日程第１８、議案第７８号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算

第４号を議題とします。議案の補足説明をお願いします。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  議案第７８号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算

第４号。前もって配付いたしております９月補正予算概要、２枚ものでございま

すが、この補正予算の概要をごらんいただきたいと思います。これをもとに説明

をさせていただきたいと思いますが、左の端の数字は補正予算書のページでござ

いますので、補正予算書のほうもあわせてごらんいただきたいと思います。 

  まず、概要版の１ページでございます。補正予算書は１１ページからでござい

ます。 

  一般管理費及びまちづくり推進費でありますが、それぞれ人件費の調整を行っ

ております。 

  それから水力発電周辺地域整備事業につきましては、先ほど町長が提案理由で

述べましたが、米原公民館増改築工事の設計監理委託料の増額を、また行政情報

システム推進費につきましては、事務用ノートパソコンのリース代をそれぞれ措
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置いたしております。 

  概要書の移住定住促進事業につきましては、これも先ほど提案理由にありまし

たが、町が主体となって空き家の無償賃貸借の上、改修を行います空き家再生活

用事業として２軒の改修経費、またそれに伴います下水道負担金の増額をいたし

ております。 

  次に、地域情報化推進事業につきましては、これも提案理由にありましたが、

坂原地内の県道拡幅工事に伴います光ファイバー共架電柱移設に係る物件移転補

償費をそれぞれ措置しております。 

  次に、補正予算書では１２ページでございます。諸費につきましては、これも

提案理由にもありましたが、前年度の放課後子どもプラン補助金について、額の

確定、精算に伴う返還金を措置いたしております。 

  それから同じ１２ページでございます。賦課徴収費につきましては、これも提

案理由にありましたが、平成２７年度に固定資産評価替えに伴います平成２６年

１月１日現在の標準宅地７５地点の不動産鑑定評価委託料を措置いたしておりま

す。 

  それから補正予算書１３ページでございます。老人福祉費、概要書のほうでい

きますと、支え愛体制づくり事業でございます。これも提案理由にありましたが、

災害時における障がい者や独居の高齢者の避難支援等スムーズに行うため、地域

または集落が取り組む見守り体制でありますとか、支え愛マップづくりなどの、

補助金を措置しております。 

  次に、概要書のほうは２ページをごらんいただきたいと思います。補正予算書

は同じく１３ページでございます。子育て支援推進費につきましては、提案にも

ありました放課後児童クラブ指導員賃金の増額を、児童館費につきましても、同

じく提案理由にもありましたが、本折児童館遊戯室床の修繕料をそれぞれ措置し

ております。 

  補正予算書１４ページでございます。じんかい処理費につきましては、大屋地

内及び県道八頭中央線、湯屋地内における不法投棄物撤去処分手数料を措置して

おります。 

  それから同じページでございます。農業振興費につきましては、これも提案理

由にありましたが、鳥獣等被害防止施設事業のうち、鹿の捕獲数確認に係る補助

対象事業費の組みかえを行っております。また、関西において開催いたします農
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産物、木工品等のＰＲ、及び林業、農業の情報発信を行います地域農林業活性

化・交流促進事業に要する経費をそれぞれ措置しております。 

  それから概要書同じく２ページでございます。補正予算書は１５ページでござ

います。林業振興費につきましては、提案理由にもありました国産材利用促進に

関する協定を締結いたしました東京都港区での１カ月間にわたります智頭杉、森

林セラピー、木工品などのＰＲ、及び情報発信などに要する経費を措置しており

ます。 

  それから補正予算の１６ページです。森林経営計画策定を追加するため、森林

整備地域活動支援交付金の増額を、また緑の産業再生プロジェクト事業につきま

しては、バックホー、フォークリフトなど高性能林業機械の導入によります補助

金の増額をそれぞれ措置しております。 

  概要書では３ページでございます。持続的森林経営確立総合対策実践事業につ

きましては、新たに創設されました作業路網の改良に係ります経費の助成につい

て、措置いたしております。 

  それから造林事業費につきましては、町有林、森林管理認証更新審査委託料を

措置いたしております。 

  それから交流事業につきましては、提案理由にもありました韓国楊口郡との文

化交流事業に要する経費の増額を措置しております。 

  それから土木総務費につきましては、これも提案理由にもありましたが、一戸

建ての住宅の耐震診断、設計、改修に係ります震災に強いまちづくり推進事業の

補助金額の額の確定によります増額を措置しております。 

  １７ページの下水道事業費につきましては、公共下水道事業特別会計繰出金と

して、下水道マンホールポンプかさ上げ修繕に要する経費及びシステム導入に要

する経費を繰り出すよう措置しております。 

  それから防災費につきましては、提案理由にもありました災害備蓄用品の購入

における経費を措置しております。 

  それから補正予算書の１８ページ、体育施設費につきましては、智頭温水プー

ルのポンプ及び清掃の…コントロール盤の修繕による増額を措置しております。 

  以上、合計６,８３９万２,０００円の補正となっております。 

  財源といたしましては、補正予算書の２ページにありますとおり、国庫支出金

から県支出金、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入をもって措置いたし
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ております。 

  以上でございます。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  この議案に対する質疑は、歳入と歳出の款ごと、総務費から民生費、衛生費か

ら土木費、消防費から教育費と債務負担行為の５区分に分けて行います。 

  まず、歳出の総務費から民生費の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ７番、岸本眞一郎議員。 

○７番（岸本眞一郎）  まちづくり推進費では、２戸の改修ということですが、

これの工事請負ということですが、あわせてこの下水道負担金ですが、たまたま

この改修する家が下水道に接続をしていなかったのか、そこら辺はどういう状況

でしょうか。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  今回予定しております２戸につきましては、下水道負

担金が今までに負担されておりませんでしたので、今回、町のほうで措置をする

ということでございます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本眞一郎議員。 

○７番（岸本眞一郎）  この移住・定住者については、下水道の負担金は町が肩

がわりするという大きな方向性というものは、これは決まってて、これに沿って

やってるということですか。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  今回のこの空き家再生事業につきましては、この事業

の趣旨から申しまして、町のほうで１０年間借り受けをしまして、低価格で移住

希望者に、若者の含む移住希望者に提供していくということでございますので、

この空き家再生事業で取り組む物件につきましては、この下水道負担金につきま

して、町のほうで負担するという方向でしております。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本眞一郎議員。 

○７番（岸本眞一郎）  この負担金については、ずっと町民がそれぞれしてきた

わけなんですが、町としては移住者に対して空き家の負担を軽減する。これに対

して移住者は町が借り上げてやるんですが、家賃ということでこれは若干移住者
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に負担をしていただくと思うんですが、ここの下水道がらみに関しては町民がず

っとそれぞれ負担しているんですが、ここの移住者に対しては優遇策でやるとい

う、そういう基本的な考え方ということなんでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  ただいまのご指摘にございましたように、この入居者

からは家賃という形で収入がございます。そういったところも含めまして、この

インフラの下水道部分につきましては、町のほうで整備、負担をし、それで移住

者に低価格な家賃でもって入居いただくことを促すという意味も含めまして、下

水道負担金につきましては町のほうで措置をするという考え方でございます。 

○議長（谷口雅人）  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  次に、衛生費から土木費の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  １０番、酒本議員。 

○１０番（酒本敏興）  １６ページの町有林造林事業、エスジェックの更新がき

たということですけれども、４０万、これ人件費ですね、残業代。時間外。これ

は更新の委託とそれから人件費の部分の相関関係、ちょっと詳しく説明をお願い

します。 

○議長（谷口雅人）  上月山村再生課長。 

○山村再生課長（上月光則）  時間外手当でございますけれども、こちらのほう

は補正を組んで４万８,０００円ですけども、増額２７万９,０００円でございま

すけれども、本年度町有林の事業４月から実施してまいりましたけれども、この

時間外はですね、実績を踏まえますと、この状況で少し補正を、増額が必要だと

いうことで、今回は２７万９,０００円、実績をふまえながら、増額要求させて

もらっております。 

  それとエスジェックの５４万５,０００円のほうでございますけれども、当初

予算で計上しておりましたのが、毎年必要な定期的な審査料でございまして、そ

れとは別に今回は５年目になるということでですね、５年間の更新の認証にかか

る必要な委託というのがございますので、その分を追加で計上させていただいた

ものでございます。 

○議長（谷口雅人）  ９番、石谷議員。 
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○９番（石谷政輝）  １３ページ、森林整備地域活動支援交付金。ここの部分で

今先ほどバックホーの話が出とったけど、ちょっと詳しく説明していただけませ

んか。 

○議長（谷口雅人）  石谷議員、ちょっと聞き取れなかったようですので、もう

一度、大きな声でお願いします。 

○９番（石谷政輝）  ここの１３ページ、森林整備地域のところの部分で、２,

７００万の増額が出とるその中の内訳でバックホーの話が出とったんですけども、

その意味合いを教えてほしいです。 

○議長（谷口雅人）  石谷議員、その部分についてはもう過ぎておりますので、

後ほど……。 

（「ページが違う」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  上月山村再生課長。 

○山村再生課長（上月光則）  それでは１６ページの緑の産業再生プロジェクト

事業の高性能林業機械のほうについてご説明申し上げます。こちらのほうはです

ね、実際に石谷林業さんのほうから高性能林業機械の導入の要望がございまして、

グラップル付きバックホーを１台、それとフォークリフトを１台、これを導入し

ようということで補正予算を要求しているものでございます。 

  あわせまして森林整備地域活動交付金事業のほうでございますけれども、こち

らのほうですね、森林経営計画の策定を要求しておりまして、これが今回の要求

でですね、５００ヘクタールの追加の森林経営計画の策定を要望するものでござ

いまして、これを合わせて７００ヘクタールということをさせていただきますと、

昨年度の実績前と合わせましてカバー率は４０％までなるということで要望させ

ていただいております。 

○議長（谷口雅人）  よろしいですか。 

  ほかございませんか。 

  ８番、徳永議員。 

○８番（徳永英太郎）  震災に強いまちづくりの推進事業なんですけども、２４

年度の事業としては、全て次年度に繰り越しということで、全く不用額になって

おります。１００万５,０００円。それでこのたび事業の確定でしたかいな、何

かの関係で２２万７,０００円の補正が組んであるわけですけども、どういうわ

けで２４年度に事業執行されないで、２５年度全額繰り越しされて、本年度また
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新たに補正されたか、その辺もうちょっと詳しく説明お願いします。 

○議長（谷口雅人）  安藤地域整備課長。 

○地域整備課長（安藤充憲）  ２４年度に全額繰り越したのは、国のほうの事業

の部分で繰り越しが出されていなかった部分です。今回、当初予算で２５年度と

してまた当初で新たに組みまして、今回国と県の額の確定が決定しましたので、

今回補正するものです。 

○議長（谷口雅人）  よろしいですか。 

  ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  次に、消防費から教育費の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  次に、債務負担行為の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳入を一括して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  最後に、再度一般会計全般にわたっての質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  岸本眞一郎議員。 

○７番（岸本眞一郎）  あの放課後児童クラブで職員の増となってて、これの要

因は対象児童がふえて、職員が要るようになったのか、そこら辺についてのちょ

っと現況について。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  子育て支援推進費の中の臨時職員の賃金のところであ

りますけれども、当初予算組んでおりました智頭の放課後児童クラブが８人分、

それから土師の児童クラブが６人分組んでおりましたけども、子どもたちの状況

それから現場の状況を勘案して、智頭にあっては１１人、土師にあっては７人と
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いうことで、若干臨時職員の増をいたしました。そこの部分の増加でございます。

以上です。 

○議長（谷口雅人）  よろしいですか。 

  ほかございませんか。 

  岸本眞一郎議員。 

○７番（岸本眞一郎）  今回皆さんのちょっと町民の声の中で、智頭の児童クラ

ブに対しての安全面ですね。そういう面で心配が出ているんですが、これも職員

をふやすことによって、移動ですね、桑田医院のとこから校庭に行ったり、グラ

ンドに行ったり、そういった部分にも対応するような必要があるというような判

断で、こういう職員の増を見たのか、ただ単に桑田医院の中で子どもの様子をし

っかり管理といいますか、指導するために、これをふやしたという面があるのか、

そこら辺を再度。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  現場のほうが桑田医院さんのほうに動いたということ

で、この賃金の部分、それから通信運搬費のほうが２万１,０００円ふやしてお

りますけれども、携帯電話を１台から２台にそれぞれふやしております。放課後

児童クラブの集合場所とそれから屋外、また屋内の体育館、そういうところとの

移動距離がございますので、そういう部分で補正をかけております。以上です。 

○議長（谷口雅人）  よろしいですか。 

  ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これから、日程第１９、議案第７９号 平成２５年度智頭町国民健康保険事業

特別会計補正予算第２号を議題とします。 

  議案の補足説明をお願いします。 

  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  議案第７９号 平成２５年度智頭町国民健康保険事業

特別会計補正予算第２号。 

  歳入歳出予算の総額、歳入歳出それぞれ７,１４８万５,０００円を追加し、歳

入歳出予算総額をそれぞれ１０億１,１５７万４,０００円とする。 

  ２６ページから２９ページをごらんください。 
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  初めに歳出のほうを説明します。総務費の一般管理費では、職員３名分の時間

外手当を増額するものです。それから保険給付費の療養費、療養諸費、高額療養

費については、退職被保険者等に係る療養給付費、療養費、高額療養費の実績見

込みよりそれぞれ１,７３０万４,０００円、２５万３,０００円、３３３万６,０

００円を増額するものです。 

  後期高齢者支援金等、介護給付費、共同事業拠出金につきましては、平成２５

年度の概算納付額が確定したことによる、増減調整を行っております。 

  諸収入の返還金につきましては、平成２４年度の国庫負担金等の額の確定した

ことにより返還金３,４３２万１,０００円を、予備費につきましては、保険料給

付費等の不測の事態に備えて１,１００万円を増額措置しております。 

  歳入につきましては、療養給付費交付金及び繰越金をもって措置しております。

以上で補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これから、日程第２０、議案第８０号 平成２５年度智頭町公共下水道事業特

別会計補正予算第２号を議題とします。 

  議案の説明をお願いします。 

  西沖税務住民課長。 

○税務住民課長（西沖和己）  議案第８０号 平成２５年度智頭町公共下水道事

業特別会計補正予算第２号。 

  補正予算書の３７ページをごらんください。需用費であります。修繕料といた

しまして、坂原地内の町道約１００メーターでございますけども、ここの路面に

陥没が見られます。マンホールを５カ所布設しておりますが、いずれもその付近

に陥没が見られるものですから、人及び車両の通行に支障があって、これの修繕

を行うというものでございます。 

  また、委託料におきましては、住民基本台帳システムとこの下水道システムと

いうのは連動して下水の使用料金の徴収等に当たっておるところでございますけ

ども、もとになります住民基本台帳システムの基本システムが変更になりました。
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これに伴いまして、この下水道のシステム改修を行わなければならないというも

ので、予算計上をしておるとこでございます。 

  また、上下水道システム、これは管路を示すシステムでございますけども、こ

れが故障いたしまして使用不能となってございます。したがいまして、新しいシ

ステムを導入し、移行するための経費を計上してございます。以上であります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これから、日程第２１、議案第８１号 平成２５年度智頭町農業集落排水事業

特別会計補正予算第２号を議題とします。 

  議案の説明をお願いします。 

  西沖税務住民課長。 

○税務住民課長（西沖和己）  議案第８１号 平成２５年度智頭町農業集落排水

事業特別会計補正予算第２号。 

  補正予算書の４４ページをごらんください。先ほどの公共下水道の説明でも申

し上げましたが、農業集落排水事業におきましても、使用料金等のシステムとい

うのはもとになっておりますのは、住民基本台帳システムから分かれてきておる

ものでございます。これももとのシステムの変更に伴いましての農集のシステム

も同時に変更するということで、必要な予算計上をしておるものでございます。

以上です。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これから日程第２２、議案第８２号 平成２５年度智頭町介護保険事業特別会

計補正予算第２号を議題とします。 

  議案の補足説明をお願いします。 

  岸本福祉課長。 
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○福祉課長（岸本光義）  議案第８２号 平成２５年度智頭町介護保険事業特別

会計補正予算第２号。 

  歳入歳出予算の総額に歳入・歳出それぞれ６５１万４,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額はそれぞれ１０億１,６９６万２,０００円とする。 

  初めに、歳出の説明をします。５０ページから５１ページをごらんください。 

  諸支出金の償還金につきましては、平成２５年度の社会保険診療報酬基金の負

担金、具体的にいいますと介護給付費交付金の額が確定しましたので、この超過

分として６５１万４,０００円を返還する措置をとっております。財源につきま

しては繰越金をもって措置しております。以上で補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これから、日程第２３、議案第８３号 平成２５年度智頭町水道事業特別会計

補正予算第２号を議題とします。 

  議案の補足説明をお願いします。 

  萩原水道課長税務住民課参事。 

○税務住民課参事兼水道課長（萩原 学）  議案第８３号 平成２５年度智頭町

水道事業特別会計補正予算第２号について説明させていただきます。 

  平成２５年智頭町水道事業会計補正予算書をごらんください。１ページの第３

条について、まず説明させていただきます。建設改良積立金処分額というのは、

定期預金の取り崩しのことを意味しております。 

  まず最初に、智頭町水道事業の支出は、主に水道使用料の老管修理、定期預金

の取り崩し等で行っております。その関係で、今回の補正予算以降今年度事業に

つきまして、当初予算では２,０００万円の定期預金の取り崩しを予定しており

ましたけれども、このたび補正で３,０００万というものの取り崩しという意味

合いを示しております。 

  次に、３ページをごらんください。３ページの平成２５年度智頭町水道事業会

計収益費用明細書を見ていただきながら説明させていただきます。上段の収益的

収入及び支出の収益的収入とは、水をつくる、家庭に水をお届けするための収支



－３２－ 

を意味しております。水道事業費用総経費の賃借料で計上しています内容は、一

つは新公営企業会計システム導入費。これは平成２６年４月から制度改定に対応

した新公営企業会計システムの導入を行うためのソフトウエアなどの費用であり

ます。主な費用としましては、労務経費、公営企業会計システムデータ移行費な

どを計上しております。 

  二つ目は、新水道システムネット切りかえ費用。これは水道負担分であります。

今回は登録件数などで下水道、公共下水道、農道集落排水と負担分を分けて計上

しております。主な費用としまして、水道システムバージョンアップ、これはデ

ータ移行費用、システム改良費などであります。それからハードウエア費用とし

まして、ハンディターミナルの一式、これ２台を予定しておりますが、ちなみに

ハンディターミナルとは毎月水道メーター検針時に使用し、各家庭での使用水量、

料金等のお知らせの紙を出しているものであります。 

  また、このたびの賃借料は、冒頭言いました水道使用料の料金収入及び予備費

で対応しております。 

  次に、資本的収入及び支出であります。資本的収入とは、配水池の建設や配水

管の整備などに使用するための収支を意味しております。資本的支出、営業設備

の備品購入費で計上してます内容は、上下水道マッピングシステム導入、これも

下水道と分担分とを分けて計上しております。このシステムは、町内の上水道の

配管図、下水道の配管図等がそれぞれ入っているシステムでありまして、ふぐあ

いが出だしまして、いつ消えてしまってもいいような状況になっているため、こ

のたび予算計上させていただきます。主な費用としましては、システムのバージ

ョンアップなどを計上しております。 

  また、このたびの備品購入費は同じく水道使用料の料金収入で対応しておりま

す。以上です。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  ここで訂正をいたします。先ほど指名を萩原税務住民課参事と申しましたが、

正しくは萩原水道課長です。訂正をいたします。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 
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  これから、日程第２４、議案第８４号 智頭町教育委員会委員の任命について

を議題とします。 

  議案の補足説明をお願いします。 

  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  議案第８４号 智頭町教育委員会委員の任命について。

任命したい者、鳥取県八頭郡智頭町大字大内２２４番地、酒本弘道、昭和１８年

５月２０日生まれ。 

  この件につきましては、酒本弘道氏の任期が平成２５年９月３０日をもって満

了となりますが、引き続き同氏を教育委員として選任したいので、議会の同意を

求めるものございます。以上です。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これから、日程第２５、議案第８５号 工事請負契約の締結についての一部変

更についてを議題とします。 

  議案の補足説明をお願いします。 

  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  議案第８５号 工事請負契約の締結についての一部変

更について。 

  契約金額中、１５億７,５００万を１７億９,０３３万９,２５０円に改める。

この件につきましては、本年の７月１６日開催の第２回の臨時議会において、議

決いただきました智頭中学校の改築工事の請負契約の締結について、未計上であ

った第２期工事部分の整備項目が確定したので、契約金額を変更するものでござ

います。 

  なお、この増額分につきましては、平成２４年から２５年に対する労務単価ま

た資材等の物価上昇、こういうようなところで設計変更を行いまして、それに基

づく増額をしたものでございます。増額は２億１,５３３万９,２５０円というこ

とであります。以上です。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  質疑はありませんか。 
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  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  今回のその２期工事、これが工事費が確定したというこ

とですが、前回入札が不落札ということで見直しをしていく、この見直しをする

中で実質金額は変更できないので、中身の部分についてするんだということです

が、結局中身の工事の範囲を圧縮をした部分以外ですね、圧縮した分の工事の部

分が今回この部分に当たると思うんですが、この２期工事の概念として、これは

年度中に本来なら圧縮した部分をできるのに、工期を設定してることによって工

事ができないとか、そういうことはないんでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  工期のほうは守っていきたいということで進めており

ます。内容的には、当初計画しておりました事業計画を今回の補正で元に戻すと

いうことでございますので、工期のほうは変更する予定にはしておりません。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本眞一郎議員。 

○７番（岸本眞一郎）  仕上がりの工期については、当然厳守するんですが、２

期工事の範囲が、本来なら１期工事でする部分が、２期工事になった部分もある

わけですね。事業を圧縮したことによって、本来なら１期工事でする部分が若干

２期工事のほうに回したと。結局、その２期工事という見方の中で、本来なら着

工できる部分が、年度が見直したことによって、２６年にならないとできないと

いうような事態は発生しないのか、そこら辺がちょっと心配なんですが。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  １期工事、２期工事の事業の範囲は予定どおりでござ

います。今回、契約金額を変更いたしましたのは元請というか、請け負う業者と

の契約の変更の部分でございまして、予算上は２５年度の予算、２６年度の予算

は変更は、２６年度分が結果的にはふえますけども、増額には契約上の動向を今

回の補正にかけたということでございます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  確認ですが、１期工事、２期工事という区分けはあるん

だが、これは工事の進行上、別に障害になるものでも何でもないという見方でよ

ろしいですか。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  そのとおりでございます。 
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○議長（谷口雅人）  ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

 

日程第２６.陳情について 

 

○議長（谷口雅人）  次に、第２６、陳情についてを議題とします。 

  今期定例会において、本日までに受理した陳情は、お手元に配付しております

陳情文書表のとおりであり、所管の常任委員会に付託しましたので報告します。 

  お諮りします。 

  各委員会審査等のため、９月１３日から９月１９日までの７日間を休会したい

と思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  異議なしと認めます。 

  よって、９月１３日から９月１９日までの７日間を休会とすることに、決定し

ました。 

  ９月１２日は、午前９時から本会議を開き、一般質問を行います。休会中は委

員会等を開き、付託案件の審査をお願いします。来る９月２０日は本会議を開き、

各委員会の報告を求め、質疑、討論並びに採決を行います。 

  以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日は、これで散会します。 

 

散 会 午前１１時５８分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により次に署名する。 
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